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３ 要 旨   

 低・未利用水産物であるバフンウニの利用を促すため、利用の障害となっている苦みの季節変化等の実

態を把握した。  

 周年に亘り、生殖腺指数（生殖腺重量／総重量）及び苦み（官能検査）の季節変化を調査し、生殖腺指数

は、７月から９月にかけて高い値を示すこと、また苦みは、雄個体からは検出されず、雌個体だけが冬から

春にかけて強く、夏から秋にかけて弱くなる傾向がみられた。  

 以上のことから、生殖腺指数の高くなる７月から９月に雄個体を選択することにより、資源の利用が可能と

考えられた 
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